啓林館　生物Ⅰ（生Ⅰ019）　観点一覧

(１)　内容の難易度
細胞、発生、遺伝、動植物の反応など、全体に豊富な内容がわかり易く記載されており、大学に進学する生徒の多い本校の学習実態と合致している。
(２)　内容の取扱い
本文の記述は平易でわかりやすく、中学校で扱われなくなった遺伝の法則の内容については、その最初の部分である優性の法則を丁寧に扱うなど工夫と配慮がなされている。
探究活動の導入は、序章で、フックの細胞の発見過程と、ゾウリムシの行動で探究のしかたを具体的に紹介していて、探究活動に生徒の興味と関心をもたすよう工夫がなされている。
適切な箇所で、本文の学習に続いて実験「資料学習」が置かれており、これらの問題を考えることによって応用力がつくように工夫されている。
実験「観察」は，実験方法が図解で丁寧に記載されており，生徒が安全に実験できるよう工夫されている。
探究活動も、実験方法が図解で丁寧に解説され、また全体を読むだけでも十分理解されるようになっており、さらに、発表形式でポイントがよくわかるように展開しているものもあるなど、生徒の自主的・自学的学習を促す工夫と配慮がなされている。
発展や参考が適所にあり、生徒の発達段階や個に応じた学習が効果的になされるようになっている。
各部末に部末問題が配置されており、学習内容を確認し定着させることができる。

(３)　単元の構成
指導要領の項目を、細胞レベルから個体レベルへの流れに再構成され、４部構成になっていて、本校の授業の進め方に合致している。
探究活動は、ほとんどの学校でされる従来実験に関わるものは本文中で、新しい教材のものや、時間の必要とされるものは部末に配置されるなど、授業をスムーズに進められるよう配慮されている。
環境と植物の反応では、最終節で「植物の一生と環境」をおき、植物の内容全体をわかりやすくまとめるなど、新しい工夫がされている。
(４)　その他　
見栄えのある図が随所にあり、生徒の興味・関心と好奇心を喚起し、学習効果への配慮がみられる。
細胞分裂や減数分裂、ウニの発生など、資料写真と模式図とが効果的に対応できるように配置されていて、学習効果を高める工夫がなされている。
紙質が白く、カラー印刷が鮮明になっている。
